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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,917 △5.6 287 △18.1 274 △14.9 179 3.3
24年3月期第2四半期 4,148 10.1 350 33.6 322 43.1 173 41.2

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 20百万円 （△82.4％） 24年3月期第2四半期 115百万円 （188.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 14.98 ―
24年3月期第2四半期 14.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 8,014 4,277 50.5
24年3月期 9,776 5,106 41.2
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  4,045百万円 24年3月期  4,028百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 5.00 5.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,200 △1.4 550 △31.1 520 △25.8 380 △24.7 31.77



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 1社 （社名） ヤマダ上海ポンプ貿易有限公司 、 除外 2社 （社名）
株式会社ワイ・テイ・エス          
株式会社ワイ・テイ・エス販売

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 12,000,000 株 24年3月期 12,000,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 39,438 株 24年3月期 38,294 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 11,961,428 株 24年3月期2Q 11,961,706 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における世界の経済は、米国の景気が底堅く推移してきている一方、欧州経済の引き

続きの停滞、中国を中心とするアジアの景気減速感などが見られ、わが国経済においても輸出の減速感、円高の長

期化など依然として先行き不透明な状態が続いております。 

 このような状況のもとで、当社グループ（当社及び連結子会社）は、後半にかけて需要の下振れ感が懸念されま

したが、自動車関連産業への製商品供給を維持できたことと、欧州圏の市場低迷が不安視されながらも、南米向け

輸出が比較的好調に推移いたしました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は3,917百万円（前年同期比△230百万円、5.6％減）となり

ました。売上高を部門別にみますと、オートモティブ部門は1,125百万円（前年同期比11百万円、1.1％増）、主力

製品のダイアフラムポンプが属するインダストリアル部門は、半導体不況の影響を受け2,255百万円（前年同期比

△273百万円、10.8％減）となり、上記部門に属さないサービス部品や修理売上などのその他の部門の売上高は537

百万円（前年同期比31百万円、6.2％増）となりました。 

 利益面では、売上総利益は1,459百万円（前年同期比△123百万円、7.8％減）となり、販売費及び一般管理費は

減少したものの、営業利益は287百万円（前年同期比△63百万円、18.1％減）、経常利益は274百万円（前年同期比

△47百万円、14.9％減）、四半期純利益は179百万円（前年同期比5百万円、3.3％増）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における報告セグメントの業績は次のとおりであります。 

 なお、第１四半期連結会計期間において、ヤマダ上海ポンプ貿易有限公司を、新たに連結の範囲に含めておりま

す。これにより、報告セグメントは、「中国」を加え４セグメントに変更しております。 

 日本における外部顧客に対する売上高は2,578百万円（前年同期比△301百万円、10.5％減）、営業利益は174百

万円（前年同期比△183百万円、51.2％減）となりました。米国における外部顧客に対する売上高は901百万円（前

年同期比92百万円、11.4％増）、営業利益は135百万円（前年同期比77百万円、135.0％増）となりました。オラン

ダにおける外部顧客に対する売上高は315百万円（前年同期比△143百万円、31.2%減）、営業利益は25百万円（前

年同期比△31百万円、54.7％減）となりました。中国における外部顧客に対する売上高は121百万円、営業利益は1

百万円となりました。 

 また、当第２四半期連結累計期間の連結売上高に占める海外売上高は1,639百万円（前年同期比△52百万円、 

3.1％減）で、その割合は41.9％となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は8,014百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,761百万円の

減少となりました。これは主に、株式会社ワイ・テイ・エス及び株式会社ワイ・テイ・エス販売を連結の範囲か

ら除外したことによる流動資産の減少（△491百万円）、固定資産の減少（△807百万円）等によるものでありま

す。 

 負債合計は3,737百万円となり、前連結会計年度末に比べ932百万円の減少となりました。これは主に、同上２

社を連結の範囲から除外したことによる流動負債の減少（△227百万円）、固定負債の減少（△300百万円）等に

よるものであります。 

 純資産合計は4,277百万円となり、前連結会計年度末に比べ828百万円の減少となりました。これは主に、利益

剰余金の増加（107百万円）、その他の包括利益累計額合計の減少（△90百万円）、少数株主持分の減少（△778

百万円）等によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は50.5％となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は1,853百万円となり、前連結会計年度末に比べ133

百万円の減少となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは276百万円の純収入（前年同四半期は414百万円の純収入）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益192百万円、減価償却費150百万円、売上債権の減少246百万円等の

収入要因があったものの、仕入債務の減少127百万円等の支出要因があったことによるものであります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは81百万円の純支出（前年同四半期は54百万円の純支出）となりました。

これは主に、保険積立金の解約により47百万円等の収入要因があったものの、有形固定資産の取得により132百

万円等の支出要因があったことによるものであります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは306百万円の純支出（前年同四半期は134百万円の純支出）となりまし

た。これは主に、長短借入金の借入により779百万円等の収入要因があったものの、長短借入金の返済により720

百万円、社債の償還300百万円等の支出要因があったことによるものであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年３月期通期の業績予想につきましては、平成24年11月７日の「業績予想の修正に関するお知らせ」にて

公表いたしました業績予想から変更はありません。   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間よりヤマダ上海ポンプ貿易有限公司は重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。また、同社の決算日は12月31日でありますが、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用して

おります。 

 なお、当社の連結子会社である株式会社ワイ・テイ・エス及び株式会社ワイ・テイ・エス販売は、平成24年６月

28日開催の当社第87期定時株主総会決議において、当社取締役２名の任期満了による退任に伴い、当該２社に対す

る緊密な者又は同意している者の所有及び実質的支配が消滅したため、平成24年８月10日開催の取締役会における

決議に基づき、当第２四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

     

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 この変更による損益への影響は軽微であります。 

 なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため、記載を省略しております。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,134,985 1,822,607

受取手形及び売掛金 1,664,020 1,412,817

有価証券 50,735 50,755

商品及び製品 903,752 933,771

仕掛品 325,368 292,057

原材料及び貯蔵品 577,393 422,001

繰延税金資産 28,589 29,751

その他 75,358 47,027

貸倒引当金 △18,575 △8,742

流動資産合計 5,741,628 5,002,046

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,299,795 1,083,455

土地 1,570,884 1,225,590

その他（純額） 436,517 254,099

有形固定資産合計 3,307,197 2,563,145

無形固定資産 89,653 78,184

投資その他の資産 637,605 371,392

固定資産合計 4,034,457 3,012,722

資産合計 9,776,085 8,014,769

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,111,976 1,245,725

短期借入金 279,110 79,000

1年内償還予定の社債 500,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 377,876 112,281

未払法人税等 7,953 13,498

賞与引当金 131,997 103,747

その他 266,877 191,181

流動負債合計 2,675,791 1,945,435

固定負債   

社債 300,000 300,000

長期借入金 571,206 600,159

繰延税金負債 239,138 227,534

退職給付引当金 563,783 504,346

資産除去債務 20,349 20,349

長期未払金 187,500 43,200

その他 112,315 96,262
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

固定負債合計 1,994,293 1,791,852

負債合計 4,670,085 3,737,287

純資産の部   

株主資本   

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 56,750 56,750

利益剰余金 3,566,627 3,674,262

自己株式 △8,100 △8,257

株主資本合計 4,215,277 4,322,755

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 26,480 9,175

為替換算調整勘定 △213,251 △286,580

その他の包括利益累計額合計 △186,771 △277,405

少数株主持分 1,077,494 232,130

純資産合計 5,106,000 4,277,481

負債純資産合計 9,776,085 8,014,769
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 4,148,332 3,917,952

売上原価 2,565,154 2,458,082

売上総利益 1,583,177 1,459,869

販売費及び一般管理費 1,232,369 1,172,679

営業利益 350,807 287,190

営業外収益   

受取利息 867 1,510

受取配当金 7,165 7,618

負ののれん償却額 2,445 2,445

その他 14,934 14,401

営業外収益合計 25,412 25,977

営業外費用   

支払利息 19,076 13,750

売上割引 7,791 6,422

為替差損 24,938 17,469

その他 2,168 1,235

営業外費用合計 53,975 38,878

経常利益 322,244 274,289

特別利益   

固定資産売却益 386 415

国庫補助金 1,201 1,296

補助金収入 4,976 4,765

特別利益合計 6,564 6,477

特別損失   

固定資産処分損 887 1,220

減損損失 56,634 －

役員退職慰労金 － 85,000

その他 － 1,651

特別損失合計 57,522 87,871

税金等調整前四半期純利益 271,287 192,894

法人税、住民税及び事業税 67,063 70,116

法人税等調整額 △4,071 11,818

法人税等合計 62,991 81,935

少数株主損益調整前四半期純利益 208,295 110,959

少数株主利益又は少数株主損失（△） 34,816 △68,204

四半期純利益 173,479 179,163
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 208,295 110,959

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △15,302 △17,305

為替換算調整勘定 △77,239 △73,328

その他の包括利益合計 △92,541 △90,634

四半期包括利益 115,753 20,325

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 80,937 88,529

少数株主に係る四半期包括利益 34,816 △68,204
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 271,287 192,894

減価償却費 138,285 150,516

負ののれん償却額 △2,445 △2,445

減損損失 56,634 －

受取利息及び受取配当金 △8,032 △9,129

支払利息 19,076 13,750

売上債権の増減額（△は増加） 55,395 246,242

たな卸資産の増減額（△は増加） △56,283 △10,487

仕入債務の増減額（△は減少） 113,195 △127,929

割引手形の増減額（△は減少） △13,728 7,000

役員退職慰労金 － 85,000

その他 △37,498 △156,050

小計 535,886 389,361

利息及び配当金の受取額 8,032 9,129

利息の支払額 △19,000 △15,883

役員退職慰労金の支払額 － △55,000

法人税等の支払額 △111,790 △62,592

法人税等の還付額 1,501 11,404

営業活動によるキャッシュ・フロー 414,629 276,419

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △39,845 △19,908

定期預金の払戻による収入 23,529 24,759

有形固定資産の取得による支出 △42,235 △132,362

有形固定資産の売却による収入 641 725

投資有価証券の取得による支出 △1,016 △1,057

保険積立金の解約による収入 － 47,167

その他 4,832 △1,141

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,093 △81,818

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 687,939 429,677

短期借入金の返済による支出 △686,000 △459,159

長期借入れによる収入 50,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △113,211 △260,870

社債の償還による支出 － △300,000

配当金の支払額 △59,403 △57,585

少数株主への配当金の支払額 △2,000 △2,000

その他 △11,617 △6,711

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,293 △306,649

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42,805 16,079

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 183,437 △95,968
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

現金及び現金同等物の期首残高 1,811,908 1,987,078

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 61,149

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △99,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,995,346 1,853,161
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

   

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）  

（注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない役員報酬、役員退職慰労引当金繰入額及び研究開発費でありま

す。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「日本」セグメントにおいて、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

 当社は、事業に供している全ての資産が一体となってキャッシュ・フローを生成していることから、１つ

の資産グループとしてグルーピングを実施しており、遊休資産については、個々の資産ごとに減損損失の認

識の判定及び測定を決定しております。 

 遊休資産については、将来の具体的な利用計画がないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少価額を減損損失として特別損失に計上しております。 

 建物の減損損失の測定における回収可能価額は使用価値によっておりますが、将来キャッシュ・フローが

見込まれないことから、当該事業資産の帳簿価額の全額を減損損失として計上しております。なお、当該減

損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては56,634千円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

   （単位：千円）

  

報告セグメント 

合計 
日本 米国 オランダ 

売上高         

外部顧客への売上高  2,880,317  809,233  458,781  4,148,332

セグメント間の内部売上高又は振替高  719,378  45,926  8,190  773,495

計  3,599,695  855,160  466,971  4,921,827

セグメント利益  357,682  57,684  56,770  472,137

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  472,137

セグメント間取引消去  △39,736

全社費用（注）  △74,106

棚卸資産の調整額  △7,486

四半期連結損益計算書の営業利益  350,807

  場所 種類 金額 

遊休資産  東京都大田区 
建物 千円 56,626

その他  7
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

   

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）  

（注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない役員報酬及び研究開発費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する情報 

 第１四半期連結会計期間において、ヤマダ上海ポンプ貿易有限公司を、新たに連結の範囲に含めてお

ります。これにより、報告セグメントは、「中国」を加え４セグメントに変更しております。  

 なお、前第２四半期連結累計期間におけるヤマダ上海ポンプ貿易有限公司の売上高は124,802千円、営

業費用は119,960千円、セグメント利益は4,842千円であります。 

  

４．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 当第２四半期連結会計期間より、株式会社ワイ・テイ・エス及び株式会社ワイ・テイ・エス販売を連

結の範囲から除外しております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第２四半期連結会計期

間の報告セグメントの資産の金額は、「日本」において1,299,364千円減少しております。 

  

   （単位：千円）

  
報告セグメント 

合計 
日本 米国 オランダ 中国 

売上高           

外部顧客への売上高  2,578,799  901,718  315,608  121,826  3,917,952

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

 722,361  20,137  4,105  －  746,604

計  3,301,160  921,856  319,713  121,826  4,664,556

セグメント利益  174,413  135,565  25,692  1,692  337,364

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  337,364

セグメント間取引消去  △3,988

全社費用（注）  △42,992

棚卸資産の調整額  △3,192

四半期連結損益計算書の営業利益  287,190
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